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ASP.NET Do-It-Yourself  

第 6 回 セッション管理 / ビュー ステート 

 

ASP.NET Do-It-Yourself 第 6 回 は、ASP.NET による Web ゕプリケーションの状態管理を行ううえで、

重要な役割をもつセッション管理とビュー ステートについて学習します。 

 

今回は次の 2 点について学習します。 

 

 ・セッション変数の利用 

 ・ビュー ステートの利用 

 

Ẍ שּ︡  

Web ブラウザーによる Web サ゗トへのゕクセスは「ステートレス」と呼ばれるように、ユーザーがゕ

クセスするページ間には、たとえ同じ Web サ゗ト内であっても、つながりはありません。あるページ内

のリンクをクリックして表示される別のページでは、直前のページに関する情報を保持していません。次々

とページを遷移させる Web ゕプリケーションの作成を考えると、このような状況は非常に不便です。例

えばショッピング サ゗トでせっかく商品をカートに入れても、それを次のページに引き継げないのでは、

Web ゕプリケーションとして成立しません。 

 

このため Web ゕプリケーションでは、ユーザーが Web サ゗トにゕクセスしている間の状態をどこかで

管理する必要が出てきます。これが「セッション管理」と呼ばれるものです。セッション管理では、ユー

ザーが Web サ゗トを訪問してから Web サ゗トを離れるか、Web ブラウザーを閉じるまでの状態を 

Web サーバー側で管理します。 

 

ẇ ṇ 

セッション管理は、Web ブラウザーが保持するクッキー (Cookie) を用いて行われる場合がほとんどで

す。クッキーとは、Web ブラウザーが Web サ゗トのゕクセスの際に保持できるサ゗ズの小さなデータ

です。 

 

ASP.NET では、このクッキーにセッション情報を識別する ID を保存することで、Web ブラウザーごと

のセッション状態をページにまたがって管理します。クッキー が利用できない携帯端末などでは、セッシ

ョン管理に必要な情報を URL に埋め込む場合もあります。 

 

セッション状態を利用することで、上述したショッピング カートやログ゗ン、ログゕウト処理といった機

能を Web ゕプリケーションで実現できるようになります。 

 

ẇ  

セッション情報には有効期限があります。あらかじめ決められた時間 (デフォルトでは 20 分間) 以上ゕ

クセスがない場合、セッション情報は無効となります (セッションのタ゗ムゕウト)。 

 

ゕプリケーションによっては、このタ゗ムゕウト時間を調整したい場合もあります。高額な商品を販売す
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る Web サ゗トではユーザーがじっくり商品を選べるように、セッションの有効時間を長めにすることも

あるでしょう。 

 

ẇ  

セッション情報の受け渡し方法やタ゗ムゕウトなどの設定は、Web ゕプリケーションの構成を記述した構

成フゔ゗ル (Web.config) で管理します。 

 

例えばタ゗ムゕウト値の設定を行う場合は <sessionState> 要素の timeout 属性を、"timeout=30" と

いった具合に記述します (単位は分)。 

Visual Studio 2008 で Web サ゗ト プロジェクトを作成した場合、Web.config フゔ゗ル自体は自動作

成されますが、<sessionState> 要素は記述されていませんので、次のように <sessionState> 要素を

手作業で挿入する必要があります。 

 

<configuration>  

  <system.web>  

 

    <! --  他の要素は省略しています -- > 

 

    <sessionState  

      mode="InProc"  

      cookieless="false"  

      timeout="30"/>  

  </system.web>  

</configuration>  

 

Ẍ  

Web ゕプリケーションからセッション情報を利用するには、HttpSessionState クラスを使用します。

HttpSessionState クラスの゗ンスタンスは、ASP.NET で使用する System.Web.UI.Page クラスの 

Session プロパテゖから取得できます。ASP.NET で作成するページは、実際には System.Web.UI.Page 

クラスの派生クラスの゗ンスタンスですので、ページ内の゗ベントハンドラなどからは、直接 Session プ

ロパテゖを使ってセッション情報にゕクセスできます。 

 

ここでは、第 2 回で作成した Web サ゗ト プロジェクトを利用して、Web フォームに入力された内容

をセッション情報として保存し、別のページでその入力内容を表示してみます。 

 

まず Web サ゗ト プロジェクトを新規作成し、第 2 回で作成したものと同じページを作成しておきます。 
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次に Button1 がクリックされた際の゗ベントハンドラの内容を変更し、入力された内容をセッション情

報に格納するようにします。セッション情報に値を追加するには、次のように記述します。 

 

public partial class _Default : System.Web.UI.Page  

{  

  protected void Button1_Click1(object sender, EventArgs e)  

  {  

    Session["Name"] = TextBox1.Text; // 名前 

    Session["Gender"] = this.DropDownList1.SelectedValue; // 性別 

 

    string roomType = "";  

    if (RadioButton1.Check ed)  

    {  

      roomType = " シングル";  

    }  

    else if (RadioButton2.Checked)  

    {  

      roomType = " ダブル";  

    }  

    else if (RadioButton3.Checked)  

    {  

      roomType = " ツ゗ン";  

    }  

    Session["room"] = roomType; // 部屋 

    Session["date"] = Calendar1.Sel ectedDate; // 日付 

    Session["remark"] = TextBox2.Text; // 備考 

 

    Response.Redirect("Default2.aspx");  

  }  

}  
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リストでは、入力された内容を Session 情報に格納し、最後の行で Response.Redirect() メソッドを使

用して Default2.aspx にリダ゗レクトします。これにより Web ブラウザーの表示は Default2.aspx に

遷移します。 

 

遷移先の Default2.aspx をプロジェクトに追加するには、メニューから [フゔ゗ル] - [新規作成] - [フゔ

゗ル] を選択して [新しい項目の追加] ダ゗ゕログボックスを開き、”Web フォーム” を選択します。これ

により、プロジェクトに新しいページが追加されます。このページには結果表示用の Label を適当な位置

に 5 つ配置してください。 

 

Default2.aspx のコード ビハ゗ンド処理では、ページがリクエストされた際に呼び出される゗ベントハン

ドラである Page_Load() メソッド内で、セッション情報を参照し、セッション情報に格納された内容を

各 Label にセットします。 

 

public partial class Default2 : System.Web.UI.Page  

{  

  protected void Page_Load(object sender, EventArgs e)  

  {  

    Label1.Text = Session["name"].ToString();  

    Label2.Text = (Session["gender"].ToString() == " 1" )? " 男性" : " 女性";  

    Label3.Text = Session["room"].ToString();  

    Label4.Text = ((DateTime)Session["date"]).ToString();  

    Label5.Text = Session["remark"].ToString();  

  }  

}  

 

Web ゕプリケーションを起動し、Dafult.aspx で項目の入力を行った後 [確認] ボタンをクリックすると、

ページが Default2.aspx に遷移し、いま入力した内容が表示されるのを確認できます。 
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このようにセッション情報を使用することで、ゕプリケーションに必要な情報をページにまたがって引き

継ぐことができます。 

 

Ẍ ṇ ṇ  (ViewState)  

セ ッ シ ョ ン 情 報 と と も に  ASP.NET の 状 態 管 理 に 使 用 さ れ る し く み と し て 、 ビ ュ ー  ス テ ー ト 

(ViewState) があります。ビュー ステートは主にポストバックを行う際 （同一ページ間で遷移を行う場

合） のコントロールの状態を維持するために利用されます。 

 

 またビュー ステートは、StateBag クラスの゗ンスタンスとして、Page クラスの StateView プロパ

テゖから参照でき、セッション情報と同様にページにまたがってデータを保存することもできます。 

 

ẇ ṇ  

Web フォームで利用可能な Web コントロールには EnableViewState プロパテゖが用意されており、

これはデフォルトで True に設定されています。 

 

EnableViewState プロパテゖが True の場合、Web ブラウザーがページをリクエストした際のコントロ

ールの状態はシリゕラ゗ズされ、ページに埋め込まれて Web ブラウザーに返されます。そしてポストバ

ック時には、ページに埋め込まれたコントロールの状態はサーバー側でデシリゕラ゗ズされ、これにより

コントロールの状態が復元されます。 

 

Web ブラウザーでリクエストしたページのソースを確認してみると、以下のように、隠しフゖールドに長

い文字列が設定されているのを確認できます。ここにはシリゕラ゗ズされたコントロールの状態が格納さ

れています。 
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<input type="hidden" name="__VIEWSTAT E" id="__VIEWSTATE" 

value="/wEPDwULLTE4OTI1NDcxODdkZEc8cnkvEJ+rrqD127FYBtF1Kz5u" />  

 

ビュー ステートを利用することで、直前のリクエストのコントロールの状態を自動的に維持できますが、

コントロールの数が多くなると、隠しフゖールドのサ゗ズが肥大化してしまうというデメリットがありま

す。そのため状態を維持する必要がないコントロールについては、あらかじめ EnableViewState プロパ

テゖを False にすることで、Web ブラウザーに送られるデータのサ゗ズを減らすことができ、結果的に

ページ ゕクセスのレスポンスを向上させることができます。 

 

ẇ ṇ ṇ ṇ ︣  

ビュー ステートは、コントロールの状態維持だけでなく、ページの ViewState プロパテゖから゗ンスタ

ンスを取得して、セッション情報と同様に一時的なデータを保存するためにも利用できます。 

 

  Page_Load(object sender, EventArgs e)  

  {  

    if( !Page.IsPostBack  ) {  

      ViewState[" message "]=" こんにちは";  

    }  

  }  

 

  Button1_Click(object sender, EventArgs e)  

  {  

    // str に" こんにちは" が格納される 

     string str = ViewState[" message "].ToString();  

  }  

 

このリストでは、最初にビュー ステートに格納しておいた内容を、ボタンの゗ベントハンドラで取得して

います。 

 

ビューステート はセッション情報と同じように利用できますが、異なるページにまたがってデータを保持

できない点に注意が必要です。また、そのデータはシリゕラ゗ズされてページに埋め込まれるため、デー

タのサ゗ズにも注意が必要です。 

 

Ẍ  

今回はセッションとビュー ステートについて学習しました。セッション情報はページにまたがる情報を保

持するのに重要な役割を果たします。また同一ページでのデータの保持には、ビュー ステートも利用でき

ることを学習しました。 

 

次回は、Web フォームに入力された内容をチェックする入力検証 (バリデーション) について学習します。 

 


